
ウータン・森と生活を考える会

インドネシア・ボルネオ島における「開発」圧力に抗する
地域住民主体の伝統知に基づく収入創出と環境教育を通
した熱帯林保全及びそれを支える日本でのしくみ構築

 インドネシア活動地域

在来種や果樹の
植林面積 16 ha

学習会の参加 217 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 70 ％

実 践

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
● 活動1：中央カリマンタンで①33種類の在来樹種や果
樹を植林、②アグロフォレストリー実施に向けて村人
対象の環境教育、③上記等の活動を紹介するウェブ
サイト案を作成
● 活動2：東カリマンタンで①アグロフォレストリー植
林を10ha拡大、②その普及のための村人対象の環境
教育 
● 活動3：日本から支える仕組み構築のため①学習会を

5回開催（参加者217人）、②広報メディア制作検討
ワークショップを通して、昨年度に制作したサイトや
動画を活用した新コンテンツの発信に学生ボラン
ティアと取り組んだ課　題

熱帯林破壊や森林火災の多くは、大企業の開発による
土地転換によるものであり、開発圧力下にある地域住
民の持続可能な収入創出と消費者側の啓発と支援の仕
組み構築が必要。

目　標
アグロフォレストリー・エコツーリズム等大規模開発
に代わるオルタナティブな収入創出を地域住民主体で
実行されるように促し、当事者として日本から支援する
仕組みを作る。 〒530-0015

大阪府大阪市北区中崎西1-6-36-
308
電話：090-9916-1546
E-mail：contact-hutan@hutangroup.org
HP：https://hutangroup.org/

アグロフォレストリーに向けて接木を学ぶアグロフォレストリーに向けて接木を学ぶ

ボランティア中心にSNSや
メルマガを発信

カリマンタンでの植林・アグロフォレストリー・環境教育は順調で、ウェブサイト
を作成中。日本で動画やギャラリーを中心とした発信が広がり、今後支援を充実さ
せてアクションを生み出すための仕組み作りを進める。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
国立公園内での植林地の調整につい
て公園事務所との許可手続きが滞っ
たため公園内で植えることができな
かった。

■工夫した点
国立公園に隣接する土地を管理して
いる地元NGOと連携して、森林保
護・再生に必要な彼らの土地での植
林を進めることとした。

（特非）　森づくりフォーラム

人工林の生物多様性を高める森づくりの
普及啓発と市民参加型の施業モデル実践

 神奈川県活動地域

事例ガイドの
ダウンロード 1,617 件
普及啓発イベントの
参加申込み 650 人

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 65 ％

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

2年目

活動内容と成果
●事例ガイドの作成と普及啓発　
　 人工林の多様性を高める森づくりに関する知見と事
例を集めた「人工林の多様性を高める森づくり事例ガ
イド」を公開し、1,617件のダウンロードがあった。関
連する普及啓発オンラインイベントを2回開催し、計
650人の参加申込みがあり、全国各地の参加者への情
報発信を行い、手法や現況に関する認知を広げた

●森林フィールドでのモデル施業
　 運営する「フォレスト21さがみの森」にて市民参加に
よる実践を行った。高木性樹種の育成を促進するた
め、低木層樹種の除伐やヒノキ間伐を行った

課　題
林業の衰退、木材価格の低迷と過疎化により、手入れ
がされていない人工林の荒廃が進み、森林の優れた
公益的機能が十分に発揮されていない状況がある。

目　標
人工林の多様性を高める森づくりの認知、また森林
の多様性の大切さを実感する人を増やし、市民参加
による協働で荒廃した人工林を生態系豊かな森林へ
と移行させる。 〒113-0033

東京都文京区本郷2-25-14
第一ライトビル405
電話：03-3868-9535
E-mail：office@moridukuri.jp
HP：https://moridukuri.jp/

高木層樹木の成長を促す低木層樹木の伐採高木層樹木の成長を促す低木層樹木の伐採

完成した事例ガイド

「人工林の多様性を高める森づくり」の普及啓発と実践に関する情報発信を行い、
企業等との森づくり協働体制を作っていく。最終的には、市民参加型で実践できる
施業手法について提案を行いたい。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
2022年1月から2月の新型コロナウ
イルス感染拡大と積雪によりフィー
ルド活動と調査ができない時期があ
り、計画の再調整に苦労した。

■工夫した点
PDF版ガイド公開後、内容を詳しく
発信するオンラインイベントを企
画、参加者と意見交換ができ、ガイ
ドの認知も向上した。
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